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〈認定工法（ハイパーストレート工法）〉砂質・礫質地盤Hyper-ストレート工法

Ｈｙｐｅｒ－ストレート工法は、オーガにより地盤を先行掘削

した後に根固め液、杭周固定液を注入し、杭を自沈又は

回転によって所定の支持層に１D以上挿入する埋込み

杭工法です。

施工中における掘削では、作業基盤面から支持層地盤

まで同径としたストレート掘削であるため、施工管理が容

易であり、また、効率的に施工をサポートする施工管理シ

ステムを導入することで、根固め球根部の築造管理や支

持層管理をリアルタイムで行い、品質の確保にも努めて

います。

プレボーリング拡大根固め工法

全掘削工程を同径で施工するストレート掘削作業のため、施工管理が容易で工期も短縮されます。

1 シンプルな施工

高支持力を得るための専用下杭が不要で、標準の既製コンクリート杭を使用可能です。

PHC杭、PRC杭、SC杭、ST杭（頭部側を拡頭で使用する場合）などの既製コンクリート及び鋼管杭（上杭）の使用ができ、

杭径は300mmから1200mm（中杭、上杭）としています。

2 標準既製コンクリート杭を使用

先端支持力は、旧建設大臣認定工法（α=250）にくらべ45％アップし、低コストを実現します。

3 高支持力で低コストを実現

施工時には、「施工管理装置」を使用することで、根固め球根部の築造管理や支持層管理をリアルタイムで行い、

工事品質管理と信頼性の高い施工が可能です。

4 信頼性の高い工事品質管理と施工

ⅢーA

Hyper-ストレート工法の特長

施工法

杭芯セット
掘削
撹拌

根固め液注入
根固め球根部
上下反復

杭周固定液注入
杭周固定部
上下反復

杭挿入
設置
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プレボーリング拡大根固め工法

ここで
α：杭先端支持力係数(α=363)
β:砂質地盤における杭周面摩擦力係数(β=6.2)

γ:粘土質地盤における杭周面摩擦力係数(γ=0.62)

N:杭先端から下方1D、上方1D区間の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

    ただし、29≦N≦60（個々のN値：12≦N≦100）

D:軸部の杭径(m)

Ap:杭先端閉塞断面積(㎡)

 Ap=(π・D2)／4

Ns:基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

    ただし、Ns≦30

Ls:基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)

qu:基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(kN/㎡)

　ただし、qu≦200（kN/㎡）

Lc:基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)

ψ：基礎杭の周囲の有効長さ(m)

 ψ=π・D

　　　　　但し、拡径部においても、Dは軸部の杭径とする。

本カタログの内容は予告なく変更することがあります。予めご了承ください。ⅢーB

■長期許容鉛直支持力

Ra=－｛α・N・Ap＋（βNs・Ls＋γqu・Lc）ψ｝
3
1

〈認定工法（ハイパーストレート工法）〉砂質・礫質地盤Hyper-ストレート工法

杭径と掘削径

杭軸部径
（mm）

杭拡頭部径
（mm）

掘削径
（mm）

300

350

400

350

400

450

400

450

500

450

500

600

500

600

650

600

700

750

700

800

900

800

900

1000

900

1150

1000

1250

1000 11001100 1200

引抜き方向の地盤の許容支持力

短期に生じる力に対する引抜き方向の地盤の許容支持力

tRs = －｛  NAp ＋ （  NsLs ＋   quLc）ψ｝ ＋ Wp3
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：杭先端付近の地盤の引抜き方向の支持力係数 （　=０）

砂質地盤における杭周面摩擦力係数 （　=5.40）

粘土質地盤における杭周面摩擦力係数 （　=0. 62）

：

：

Ns

Ns≦30

基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による

打撃回数の平均値（回）

但し、

基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の

平均値（kN／㎡）

但し、qu≦200（kN／㎡）

基礎ぐいの有効自重（kN）

（基礎ぐいの自重より実況によって求めた浮力を減じた数値をいう）

：

qu

Wp：

※地震時に液状化するおそれのある地盤を除く。液状化判定方法は、建築

　基礎構造設計指針（日本建築学会：2001改定）に示されている方法による。
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〈認定工法（ハイパーストレート工法）〉粘性土地盤Hyper-ストレート工法
プレボーリング拡大根固め工法

ⅢーC

Ｈｙｐｅｒ－ストレート工法は、オーガにより地盤を先行掘削した後に根

固め液、杭周固定液を注入し、杭を自沈又は回転によって所定の支

持層に１D以上挿入する埋込み杭工法です。

これまで採用できなかった粘性土地盤にも対応し、工法選択の幅が

狭かった粘性土地盤においても、シンプルな施工と信頼性の高い

工事品質を可能にしました。　

全掘削工程を同径で施工するストレート掘削作業のため、施工管理が容易で工期も短縮されます。

2 シンプルな施工

高支持力を得るための専用下杭が不要で、標準の既製コンクリート杭を使用可能です。

PHC杭、PRC杭、SC杭、ST杭（頭部側を拡頭で使用する場合）などの既製コンクリート及び鋼管杭（上杭）の使用ができ、

杭径は300mmから1200mm（中杭、上杭）としています。

3 標準既製コンクリート杭を使用

先端支持力は、旧建設大臣認定工法（α=250）にくらべ支持力が35％アップし、低コストを実現します。

これまで対応していなかった粘性土地盤にも対応し幅広い地盤での施工を可能にしました。

1 粘性土地盤でも高支持力を発揮し低コストを実現

施工時には、「施工管理装置」を使用することで、根固め球根部の築造管理や支持層管理をリアルタイムで行い、

工事品質管理と信頼性の高い施工が可能です。

4 信頼性の高い工事品質管理と施工

Hyper-ストレート工法の特長

施工法

杭芯セット
掘削
撹拌

根固め液注入
根固め球根部
上下反復

杭周固定液注入
杭周固定部
上下反復

杭挿入
設置

1.7D1.7D2.2D以上
1.2D

3.2D
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プレボーリング拡大根固め工法

本カタログの内容は予告なく変更することがあります。予めご了承ください。ⅢーD

〈認定工法（ハイパーストレート工法）〉粘性土地盤Hyper-ストレート工法

引抜き方向の地盤の許容支持力

短期に生じる力に対する引抜き方向の地盤の許容支持力

tRs = －｛  NAp ＋ （  NsLs ＋   quLc）ψ｝ ＋ Wp3
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：杭先端付近の地盤の引抜き方向の支持力係数 （　=０）

砂質地盤における杭周面摩擦力係数 （　=5.40）

粘土質地盤における杭周面摩擦力係数 （　=0. 62）

：

：

Ns

Ns≦30

基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による

打撃回数の平均値（回）

但し、

基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の

平均値（kN／㎡）

但し、qu≦200（kN／㎡）

基礎ぐいの有効自重（kN）

（基礎ぐいの自重より実況によって求めた浮力を減じた数値をいう）

：

qu

Wp：

※地震時に液状化するおそれのある地盤を除く。液状化判定方法は、建築

　基礎構造設計指針（日本建築学会：2001改定）に示されている方法による。

杭径と掘削径

杭軸部径
（mm）

杭拡頭部径
（mm）

掘削径
（mm）
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ここで
α：杭先端支持力係数(α=341)
β:砂質地盤における杭周面摩擦力係数(β=6.93)

γ:粘土質地盤における杭周面摩擦力係数(γ=0.71)

N:杭先端から下方1D、上方1D区間の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

    ただし、20≦N≦60（個々のN値：N≦100）

D:杭径(m)

Ap:杭先端閉塞断面積(㎡)

 Ap=(π・D2)／4

Ns:基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

    ただし、0≦Ns≦30

Ls:基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)

qu:基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(kN/㎡)

　ただし、0≦qu≦200（kN/㎡）

Lc:基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)

ψ：基礎杭の周囲の有効長さ(m)

 ψ=π・D

　　　　　但し、拡頭部においても、Dは軸部の杭径とする。

■長期許容鉛直支持力

Ra=－｛α・N・Ap＋（βNs・Ls＋γqu・Lc）ψ｝
3
1
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